
ご一読いただけましたら、裏面のメモ書き等への再利用、またはご興味のありそうな方に回覧いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

レジ袋の有料化実験は家庭ごみ有料化への第一歩!? 
第2回川口市レジ袋削減会議の参加団体等 

市民団体 
（5団体） 

NPO法人 川口市民環境会議・川口市食生活改善推進員協議会・川口市婦人団体連絡協議会 
川口市ボランティア活動研究会・CEW女性会議 

事業者 
（23団体）    

(株)イオン関東カンパニー･(株)イトーヨーカ堂･(株)コモディイイダ･サミット(株)･(株)スギ薬品 
生活協同組合連合会コープネット事業連合･生活協同組合さいたまコープ･(株)ダイエー 
(株)東武ストア･(株)ドンキ･ホーテ･(株)フードマーケット･オリンピック･(株)富士薬品 
(株)ベルク･(株)マミーマート･(株)マルエツ･(株)マルヤ･(株)ミレニアムリテイリング(そごう) 
(株)メガスポーツ･(株)ヤオコー･(株)ヨークマート･(株)与野フードセンター 
日本チェーンストア協会関東支部 

関係団体(2団体)    川口商工会議所･川口市商店街連合会 

行政(4名) 埼玉県環境部資源循環推進課主管･川口市(環境総務課長･廃棄物対策課長･商工課長) 

※現時点で上記の事業者すべてがレジ袋有料化(無料配布の廃止)の実施を決定しているわけではありません。 
■ レジ袋削減会議での家庭ごみ有料化発言 

上記の参加団体等による第2回レジ袋削減会議(4月23

日)が開催され、川口市全域のレジ袋有料化実験(今秋から

実施予定)について、本格的な議論が開始されました。 

この会議の座長である川口市の廃棄物対策課長から、

『レジ袋有料化実験はごみ有料化の第一歩』との趣旨の

発言があり、川口市として家庭一般ごみの有料化導入に

向けての意思が再度、明確になりました。 

■ 家庭ごみ有料化の実施状況 

環境省の調査結果によると、全国の地方自治体による

家庭ごみ有料化の状況は下記になります(日本の廃棄物

処理 平成17年度版･平成19年11月)。 

粗大ごみを除くごみの収集手数料の状況 

（平成17年実績･1,844市区町村） 

有料 無料 収集なし 

1,031(55.9％) 812(44％) 1(0.1％) 

なお、最新のデータによると、全国805都市区で家庭

ごみの有料化を実施しているのは、有料化の都市数401

市(49.8％)になります(2008年4月現在･山谷修作氏調

査http://www2.toyo.ac.jp/~yamaya/index.html)。 

川口市の近隣では旧与野市が有料化を一時期実施して

いましたが、さいたま市と合併した現在は無料化になっ

ています。 

また、埼玉県内の市では、秩父市(1996年7月～)･蓮田

市(2000年4月～)･幸手市(2006年10月～)が有料化を

実施しています(2008年4月現在･同氏調査)。 

■ 家庭ごみ有料化の実施方法･金額水準 

家庭ごみ有料化の方法は、可燃ごみを対象に自治体の

指定ごみ袋(有料・容量で金額が異なる)を購入し、その指

定袋のみで、ごみを搬出する方法が多数になっています。 

なお、東京都の17市における有料化の平均金額は、大

袋(容量40～45Ｌ)1枚あたり約68円になっています(最

多は80円で7市･2008年4月現在･同氏調査結果)。 

■ 川口市の検討状況等 

川口市では『川口市一般廃棄物処理基本計画(平成19

年3月)』で循環を基調とする廃棄物対策の推進の1つと

して、『ごみ処理に関する費用負担の公平性の確保や排出

抑制、資源化の促進を目的に、本市の実態に即した家庭

ごみの有料化のあり方について検討を行います』として

います。 

また、川口市エコリサイクル推進委員会が、家庭ごみ

の有料化を具体的に川口市へ提言しています(平成13年

と平成15年の提言)。 

※市のごみ処理費用(平成18年度)：約66億2千万円 

■ 家庭ゴミ有料化への課題 

有料化の一般的な目的は以下のとおりになりますが、

課題も多数あり、慎重な検討･合意形成が必要になります

(一般廃棄物処理有料化の手引き･環境省･平成19年6月)。 

①ごみの発生抑制  ②ごみの排出抑制 

③リサイクル資源の分別  ④ごみ処理費用の削減 

 ⑤ごみ･環境に対する関心の高まり 

市民としてもごみ減量化への努力が必要になっており、

その状況も踏まえた検討が必要と考えます。 

■ 編集後記 

調査資料の詳細は、2008年5月3日付のブログに公開

しております(http://m-fujita.cocolog-nifty.com/)。 

※当紙は本人とボランティアの手配りでお届けしています。 

ふじた みつぐ ■ 経歴等 ■ 

昭和45年6月生まれ･37歳/川口市川口在住時、飯仲小学校/西中学

校/県立蕨高校/埼玉大学教育学部を卒業。事務機器メーカー元社員 

川口市の政務調査費に関する問題等への取り組みを通じて急遽、平

成19年4月の川口市議会選挙へ立候補。政党･各種団体からの支援

を受けず、候補者名を連呼しない選挙カーを自ら運転。選挙活動期

間の1週間のみで715票を獲得。残念ながら落選。 
■ 発行･連絡先 ■ 

フルマークス/〒332-0023 川口市飯塚1-4-32-A202 

電話:048-437-0924 ファクス:020-4669-2097 

ふじたふじたふじたふじた    みつぐみつぐみつぐみつぐ報告報告報告報告////市民市民市民市民のののの挑戦挑戦挑戦挑戦    
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